
商工労働観光部観光交流課 

平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 

 平成 26 年上期（１月～６月）外国人旅行者県内受入実績調査の結果について  

 

１ 調査方法 

① 宿泊者数：観光庁宿泊旅行統計（暫定値、従業者数 10 人以上） 

      ※確定値は、観光庁が平成 27 年６月 30 日公表予定。 

② 立寄者数：外国人旅行者の入り込みが見込まれる立寄 18 箇所へのアンケート調査 

                             （県観光交流課調） 

 

２ 調査結果 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【市場別調査結果】 

（１）台湾 

受入延人数 18,039 人（前年同期比 137.2％、4,890 人増） 

（平成 22 年（震災前）同期比 44.7％、22,355 人減） 

多客期である１月から２月にかけてチャーター便がなかったものの、他県空

港を利用して県内を周遊する旅行者数が増えていることや、ＡＳＰＡＣ開催で

旅行者数が増えたことから、前年同期比 137.2％（平成 22 年（震災前）同期

比 44.7％）の 18,039 人となった。 

 

 

（２）中国 

受入延人数 3,293 人（前年同期比 143.0％、990 人増） 

        （平成 22 年（震災前）同期比 109.8％、294 人増） 

商用客及びスキー旅行者等の個人観光客の増加により、前年同期比 143.0％

（平成 22 年（震災前）同期比 109.8％）の 3,293 人となった。 

 

（３）韓国 

受入延人数 2,811 人（前年同期比 116.1％、390 人増） 

（平成 22 年（震災前）同期比 70.8％、1,160 人減） 

放射能汚染等に対する不安が完全には払拭されていない影響により、特に１

月から３月までの冬季の回復が遅れているものの、ＡＳＰＡＣ開催などにより

旅行者数が増え、前年同期比 116.1％（平成 22 年（震災前）同期比 70.8％）

の 2,811 人となった。 

 

受入延人数  41,052 人 （前年同期比 171.3％、17,089 人増） 

              （平成 22（震災前）同期比 71.0％、16,793 人減）

国際青年会議所アジア太平洋エリア会議（ＡＳＰＡＣ）などの大規模イベント

の開催や誘客プロモーションの効果などにより、いずれの国及び地域でも昨年よ

り増加している。特に、タイ・シンガポール・マレーシアなど東南アジアについ

ては大きく伸びている。 

一方で、大震災前の水準には至っておらず、その要因としては、原発事故等の

影響が完全には払拭されていない影響が考えられる。 



（４）香港 

受入延人数 2,535 人（前年同期比 233.6％、1,450 人増） 

（平成 22 年（震災前）同期比 50.1％、2,520 人減）  

ＡＳＰＡＣ開催や個人旅行者の増加により旅行者数が増え、前年比 233.6％

（平成 22 年（震災前）同期比 50.1％）の 2,535 人となった。 



(１)国別内訳
(単位：人)

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア その他

22,200 5,250 1,780 1,220 3,010 2,470 1,160 670 450 370 4,270

18,852 12,789 1,031 1,315 283 258 83 1,089 89 148 1,767

41,05241,05241,05241,052 18,03918,03918,03918,039 2,8112,8112,8112,811 2,5352,5352,5352,535 3,2933,2933,2933,293 2,7282,7282,7282,728 1,2431,2431,2431,243 1,7591,7591,7591,759 539539539539 518518518518 6,0376,0376,0376,037

（参考）

23,963 13,149 2,421 1,085 2,303 1,199 540 670 160 102 2,094

171.3%171.3%171.3%171.3% 137.2%137.2%137.2%137.2% 116.1%116.1%116.1%116.1% 233.6%233.6%233.6%233.6% 143.0%143.0%143.0%143.0% 227.5%227.5%227.5%227.5% 230.2%230.2%230.2%230.2% 262.5%262.5%262.5%262.5% 336.9%336.9%336.9%336.9% 507.8%507.8%507.8%507.8% 288.3%288.3%288.3%288.3%

57,845 40,394 3,971 5,055 2,999 1,315 300 206 654 - 2,811

71.0% 44.7% 70.8% 50.1% 109.8% 207.5% 414.3% 853.9% 82.4% - 214.8%

※１　宿泊者数の合計には国籍不明者が含まれるため、国・地域別の宿泊者数を足し上げた数値と一致しない。

※２　平成25年調査より、宿泊者数は観光庁宿泊旅行統計を用いている。比較の便のため、本表の平成22年の各数値も宿泊者数について

　　観光庁宿泊旅行統計を用いたため、県独自調査による下記参考の数値とは一致しない。

※３　マレーシアについては平成25年より集計（それ以前は「その他」に含まれる）。

合計(延人数)

H25年上期受入数

受入数比（H26/H25）

平成26年上期　外国人旅行者県内受入実績調査結果

調査対象期間：平成26年1月～6月

調査対象施設：県内宿泊施設（従業者数10人以上）（出典：観光庁宿泊旅行統計（暫定値））、立寄18箇所（県観光交流課調）

宿泊者数（※１）

立寄者数

H22年受入数

受入数比（H26/H22）
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※３　マレーシアについては平成25年より集計（それ以前は「その他」に含まれる）。

(２)受入地域別内訳（宿泊者数と立寄者数の計）

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア その他

村山 21,333 10,333 1,653 1,139 1,539 1,048 661 1,126 259 342 3,233

最上 2,565 2,110 72 277 10 19 20 2 0 0 55

置賜 2,864 1,398 51 26 139 325 19 365 105 23 413

庄内 5,759 2,535 417 645 513 577 46 39 24 1 962

＜参考：平成25年及び平成22年の調査結果＞

　○平成25年（1月～6月）

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア その他

13,940 5,490 1,810 590 1,940 980 530 400 140 70 1,750

10,023 7,659 611 495 363 219 10 270 20 32 344

23,963 13,149 2,421 1,085 2,303 1,199 540 670 160 102 2,094

128.6% 126.5% 162.9% 147.6% 163.3% 77.0% 150.0% 308.8% 44.2% - 101.2%

県内宿泊施設（従業者数10人以上）（出典：観光庁宿泊旅行統計（確定値））、立寄18箇所（県観光交流課調）

　○平成22年（1月～6月）

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール その他

24,970 13,748 4,467 3,730 483 826 476 113 195 932

27,895 25,134 61 1,575 359 115 0 166 194 291

52,865 38,882 4,528 5,305 842 941 476 279 389 1,223

170.4% 164.4% 272.6% 194.8% 174.3% 126.6% 156.1% 80.9% 162.8% 141.4%

※　(1)の宿泊者数は調査票未回収分について推算しているが、(2)の宿泊者数は調査票回収分の足し上げであるため、各数値は一致しない。

宿泊者数

立寄者数

合計(延人数）

対前年同期比

宿泊者数

立寄者数

合計(延人数）

対前年同期比

170.4% 164.4% 272.6% 194.8% 174.3% 126.6% 156.1% 80.9% 162.8% 141.4%

※県観光交流課調

対前年同期比
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